
1200号
記念特集
（1-7面）

みんなの力に、支えられて。
これまでも。これからも。

今月の表紙
　昭和35年7月の創刊から58年。広報はだのは、
今号で第1200号の節目を迎えました。満面の笑
顔で喜びを共にしてくれたのは、4年前の9月1日号
「市民力特集」で紹介した市民団体の皆さん。
　広報はだのでは、行政サービスや政策のお知
らせだけでなく、数々の「まちを想う市民の活躍」
を伝えてきました。こうした“市民から市民へのメッ
セージ”こそ、広報はだのに魅力を与えてくれたも
のであり、まちの活気や課題の解決に欠かせない
ものです。

これまでも。そして、これからも。

■�第71回秦野たばこ祭（8面）
■�市議会第3回定例会（折込面）
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もっと伝わる　もっと読まれる広報紙に

　市役所は、市民の皆さんに身近な存在。

だからこそ伝えられる、まちと人の魅力があ

ります。それらを広報はだのという形で届け

ているのは、私たち広報課職員。その１人、

新米広報担当者の奮闘を通して、「広報はだ

のができるまで」を紹介します。

広報はだのの舞台裏

こっそりお見せします。

※この記事は実話を基にしたフィクションです。

広報はだののこだわり

最近の
時事ネタ

　1日号は、表紙や前半のページを使ってよく特集を
組みます。「今をときめく市民」や「活躍している団体」
はいないか、日頃から地域の情報にアンテナを張り巡
らせる日々。発行1カ月前の企画会議までに内容を決
めて、ページの構成や担当者を割り振ります。

今
回
は
初
め
て
の
特
集
担
当
！

タ
イ
ム
リ
ー
な
い
い
ネ
タ

な
い
か
な
ぁ
。

イ
ン
タ
ビ
ュー
は
う
ま
く
い
った
の
に
…

　企画が決まったら、早速取材。取材先との日
程調整や天気予報を見ながら、余裕をもってスケ
ジュールを組みます。原稿で使うのは聞いた話の
1割程度なんてこともあるけれど、取材で得た「生
の声」は原稿に深みを与えてくれます。

カ
メ
ラ
の
設
定
を
間
違
え
て
、

写
真
が
ほ
と
ん
ど
ピ
ン
ボ
ケ
に（
涙
）。

　締め切りに追われつつ原稿とレイアウト
やデザインのイメージを書き上げて、なん
とか完成。紙面を仕上げてくれる印刷会社
にデータを送って、ちょっと一息。

や
った
ー

課
長
か
ら
、「
見
出
し
に
イ
ン
パ
ク
ト

が
な
い
」と
ま
さ
か
の
ダ
メ
出
し
。

今
日
中
に
別
案
を
考
え
な
き
ゃ
…
。

　校正の最終段階は、印刷会社へ出張しての作業です。
文章表現や内容の確認だけでなく、各紙面のバランス
や色合いはどうかなど、全体の出来栄えを最終チェック。

　下版は、印刷作業に入る前の最後の確認。担当者が校了
を出したら印刷の工程に進みます。ちなみに、目の不自由な
方向けに発行している「音訳版」「点訳版」「拡大版」は、ボラン
ティアの皆さんの協力によって作成されています。

　印刷会社から上がってきた紙面を元に、担当スタッフ全
員の目で全紙面をチェック。わかりやすい文章表現と記事
レイアウトを心掛け、事実確認は特に入念に行います。特
集記事は、企画意図が伝わる内容であることはもちろん、
情報が足りなければ追加取材も。
　その一方で、次の15日号の企画もそろそろ始めないと…。

さ
あ
、
こ
こ
か
ら「
校
正
」作
業

が
ス
タ
ー
ト
。
集
中
力
の
鬼
に

な
り
ま
す
。

発行
14日前

発行
8日前

発行
12日前

文
章
と
向
き
合
い
す
ぎ
て
、

頭
か
ら
湯
気
が
出
そ
う
。

で
も
、
す
べ
て
は「
伝
わ
る
広
報
」の
た
め
！

号編
8 1

市民の
活躍

市からの

お知らせ

7/13
出稿

7/23
出張校正

7/18
初校7/20

二校

6/中旬
企画探し

7/上旬
取材＆原稿作成

8/1
発行!

点訳版

音訳版

拡大版

4
ポイント

発行
9日前

発行
19日前

朝
刊
に
折
り
込
ま
れ
た

広
報
紙
を
見
て
、

発
行
で
き
た
実
感
が
じ
わ
じ
わ
と
。

た
く
さ
ん
の
人
に

読
ん
で
も
ら
え
ま
す
よ
う
に
。

必需品

市ホームページ

3分で

読むことが

できます 

印刷版以外の
広報はだの

7/24
下版

印刷

1 市民の活動を大きく紹介
　マスメディアの記者とは違う市役所の視点を生かして
市民の活動を深く掘り下げ、地域の魅力を発信します。

　広報はだのを読んだことがない人にも手に取ってもら
えるよう、インパクトのある写真を表紙に使っています。

2  写真を大きく掲載

　初校の修正が反映された紙面
を元に、２回目の校正。修正漏れ
や見落としがないか、写真や見出
しは適切か、目を皿のようにして
再びチェック。

　取材先や電話でいただく「いつも楽しみにしてる
よ」「今回の特集面白かったね」なんて声はやりがい
を感じる最高の瞬間。読者や取材先の皆さんに記
事を喜んでもらえることが、私たちの励みです。

地域の主役だから

第一印象（表紙）でハートをつかむ

3 文字のフォントを変更
　現在紙面で使っている書体は「ユニバーサルデザイン
フォント」。文字が見やすく読みやすいようにデザインさ
れた書体です。

4 読了時間を表示
　最近、特集記事に「●分で読めます」と書いてあること
にお気付きですか？読む前から敬遠せず、記事を読んで
もらいやすくするために載せています。

目安を先にお知らせ

解 放 感

（共同通信
社刊）

読みやすさは伝わりやすさ

たくさん撮っておくと、 失敗しても
数枚は使える写真があります

ふ
む
ふ
む
。
す
ご
い
ん
だ
な
ー
。

メ
モ
メ
モ
っと
。

取材記事は
イメージどおり！！

「お知らせ」の記事
が20行もオーバー！？

よ
し
！

げ
げ
っ！

ガ
ー
ン

エヘヘ

ぷ
し
ゅ~

新米広報ガールの
編集ダイアリー

６
／
29 

企
画
会
議

3校　4校
5校…

発
行
33
日
前
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　市内外問わず多くの皆さんに「秦野の魅力」を知っても
らうため、広報課からテレビ局や新聞記者などに旬な話
題を提供しています。その数は年間約400件。広報はだの
だけではなく、毎年、特に多くのマスメディアに取り上げ
られる「市民の力」を紹介します。

　頭高山周辺の千村地区で見られ
る八重桜の摘み取りを地元幼稚園
児がお手伝い。このイベントは約
20年前から行われていて、その日
は新聞やテレビが何社も集まる、
春の風物詩の一つとなっています。

 日本一の生産量
　年間の出荷量はなんと15～20トン
で、国内生産の約8割を占めています。

 江戸時代末期から続く市民力 
　江戸時代末期、地域の祭りの費用を集める
ために始まったとされる桜漬け。戦後には、摘
み取り後も多くの人に八重桜を楽しんでもらお
うと各農家が観賞用にも植樹を始め、現在は
約2500本の八重桜が植えられています。

 継承の危機を乗り越える新たな力 
　摘み取り手や漬け込みができる方の高齢化
で、日本一の桜漬けに危機が訪れていること
も確か。昨年、市内の30～40代の若手飲食店
経営者5人がその技術を学び、自分で加工した
桜を使うことで、次世代に継承していこうと
立ち上がった記事が新聞に掲載されました。

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
摘
み
取
る

園
児
と
農
家
の
小
野
孝
允
さ
ん

市民の力

秦野といえば落花生

上：�小野さんの説明を
聞く園児の奥には
テレビカメラが

右：�かながわブランド
にも認定された「丹
沢のさくら漬」

マスメディアも注目する

5分で

読むことが

できます 

上
：�

桜
プ
リ
ン

左
：�

山
盛
り
そ
ば

ハ
ダ
恋
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

秦
野
産
落
花
生
で「
う
で
ピ
ー
」を
生
産

ライトアップされた紅葉と緑水庵

緑
水
庵
の
イ
ベ
ン
ト

最
近
で
は

こ
ん
な
話
題
も

伝統行事 瓜
う り う の ひ ゃ く は っ た い

生野百八松明
　南矢名瓜生野地区で行われる旧盆の伝統
行事「瓜生野百八松明」。住民たちでつくる
保存会のメンバー約50人が燃え盛る松明を
振り回し、五穀豊穣や悪疫退散を祈願する
もので、昭和59年から毎年のように新聞に
掲載されています（広報課調べ）。

炎
の
軌
跡
が
美
し
い

松
明
を
振
り
回
す
姿
を

撮
影
す
る
新
聞
記
者

　

1
万
２
０
０
０

本
の
桜
が
咲
き
誇

る
3
月
～
4
月
の

「
ハ
ダ
恋
桜
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。
国
民
の
祝
日

「
山
の
日
」を
き
っ
か
け
に
丹
沢
の
山
々
に
親

し
み
、
感
謝
す
る
7
月
～
8
月
の「
ハ
ダ
恋

山
恋
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。

　

ど
ち
ら
も
市
民
一
人
一
人
が
桜
や
山
に

ち
な
ん
だ
ア
イ
デ
ア
を
考
え
、
秦
野
の
魅

力
を
発
信
し
、
ま
ち
を
元
気
に
し
よ
う
と

い
う
心
意
気
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
人
気
な
の
は「
食
」
に
関
す
る
も

の
。
地
場
産
の
桜
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
や
、

山
を
印
象
付
け
る
山
盛
り
料
理
。
ど
ち
ら

も
秦
野
の
新
た
な
魅
力
で
す
。

　明治からタバコ葉の
休眠地で栽培されてい
た落花生は秦野盆地の
火山灰土壌に向いた作
物。研究・改良を重ね
た風味豊かな落花生と
して、今でも秦野の代
表的な農産物となって
おり、ここ数年は新聞は
もちろんテレビでも取り
上げられます。

八重桜の摘み取り お手伝い

 かわいらしい園児の摘み取り風景 
　子供が楽しむ様子は多くの人を和ませます。
しかし、その裏には地元の魅力を小さいとき
から肌で感じてもらいたいという、農家が伝
えたい教育的視点もあります。

 室町時代から続く伝統行事 
　400年以上前から毎年続いており、唯一中止
したのは、伝染病が流行した明治23年。太平
洋戦争中でも女性や子供たちが伝統を守り通し
たとの記録も。まさに、市民力の原点です。
 闇夜に浮かぶ多くの炎 
　子供も大人も、燃え盛る松

たい

明
まつ

を勢いよく振
り回す姿には熱気と迫力があります。今年、初
めて取材に来た新聞記者は、「闇夜にこんなに
も多くの炎が舞い踊る姿は圧巻」とコメント。

 県内一の生産量 
　「かながわブランド」の冷凍ゆで落花生「うでピー」は、
JA全農神奈川の秦野綜

そう

合工場で生産。とても大きな釜でゆ
でられ、出荷されます。
 昭和から続く掘り取
り体験 
　県内でも珍しい取
り組みで、昨年は
4500人以上もの観
光客が収穫を楽しみ
ました。落花生が土
の中で育つことを知らない子供も多く、収穫したときの感
動はひとしお。食育にもつながります。
 落花生の元祖 
　秦野を中心に生産されている「相州落花生」は、国内落花
生の元祖。明治４年ごろから栽培が始まったとされています。

マスメディアに 
取り上げられる ミツヒ

掘
り
取
り
体
験
は
テ
レ
ビ

で
も
紹
介
さ
れ
る

マスメディアに取り上げられる ミツヒ

マスメディアに取り上げられる ミツヒ

　
蓑
毛
に
あ
る
緑
水
庵
は
、
昭
和
初
期
の
農

家
を
移
築
し
た
古
民
家
。
平
成
21
年
に
地
元

住
民
で
設
立
し
た
蓑
毛
地
区
活
性
化
対
策

委
員
会
が
、
緑
水
庵
を
中
心
に
工
夫
を
凝
ら

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
市
内
外
か
ら
多

く
の
観
光
客
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
か
ら
始
め
た
幻
想
的
な
紅
葉

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
大
人
気
。
ま
た
、
昨

年
に
は「
外
国
人
か
ら
見
た
地
域
の
魅
力
」

を
探
ろ
う
と
、
そ
ば
打
ち
体
験
や
座
禅
な

ど
を
体
験
で
き
る
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

を
開
催
。
外
国
人
と
地
元
住
民
と
の
意
見

交
換
会
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

（JAはだのキャラクター　やえのちゃん）

（JAはだのキャラクター　ぴーなマン）
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記
念
す
べ
き
第
1
号

に
は
「
良
く
読
ん
で
1

号
か
ら
保
存
い
た
し
ま

し
ょ
う
」
…
そ
り
ゃ
無

理
で
す
よ
ね
。
で
も
大

丈
夫
。
図
書
館
2
階
の

調
査
研
究
室
に
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
が
。
昭
和
52

年
以
降
の
も
の
は
、
保

存
書
庫
内
に
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
に
な
り
た

い
場
合
は
カ
ウ
ン
タ
ー

に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
。
複
写
（
有
料
）
も

で
き
ま
す
。

　

上
の
2
枚
の
写
真
。
右
側

は
今
年
の
4
月
に
満
開
を

迎
え
た
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
。
そ

し
て
、
左
側
は
昨
年
の
11
月

23
日
に
開
催
さ
れ
た
実さ

ね
と
も朝

ま
つ
り
で
の
1
コ
マ
で
す
。

　
「
桜
の
ま
ち
秦
野
」
の
代

表
的
な
名
所
と
な
っ
た
遊

歩
道
も
、
源
実
朝
公
８
０
０

回
忌
を
迎
え
た
昨
年
の
実

朝
ま
つ
り
も
、
手
作
り
の
地

域
活
動
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
絆
を
一
層
深
め
て
後
世

ま
で
引
き
継
い
で
い
く
力

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

水無川沿いに植樹されたシダレザクラ。2㎞を超える桜
並木の管理を欠かさないのは地域の市民力

稚児武者行列は、恒例の人気イベント。
子供たちに残る思い出がさらに次の世
代へ引き継がれるように

発行：平成29年11月15日（1182号）

発行：平成3年5月1日（571号）　「地域ぐる
みで住みよいまちに」と題し全地区を紹介

発
行
：
平
成
4
年
2
月
15
日（
５
８
９
号
）　
歴
代
最
多
、
34
人
の
赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔

テーマ　丹沢の美しい自
然、秦野の四季、史

跡、名勝、行事など
　

応募規定　今年中に市内で
撮影した未発表の

作品　応募方法　

◇インターネット　観光協会ホーム
ページから。1月31

日㈬まで　

◇プリント　カラープリントで
2Lからワイド四ツ切

りまで。ホームプ

リント・合成加工は
不可。作品の裏面に

応募票（観光協会、秦
野駅観

光案内所などにありま
す）を貼り、1月4日㈭

～31日㈬に、〒257-
0045

桜町1-4-1観光協会に
郵送または持参。※1

7点を表彰。入選作品
の使用権は観光協会

に帰属します

ふるさと講座

浮世絵の魅力  楽しみ方

問い合わせ　観光協会☎（82）8833
問い合わせ　生涯学習文化振興課☎（84）2792

とき　12月9日㈯　午
後2時～3時半　ところ

　図書

館　講師　斎藤文夫
氏（川崎・砂子の里資

料館館

長）　定員　80人（申し
込み先着順）　申し込

み　生

涯学習文化振興課へ電
話またはファクス（（83

）4681）。

メール（s-gakusyu@ci
ty.hadano.kanagawa.

jp）も可

はだの浮世絵ギャラリ
ー開設記念

あ
な
た
の
写
真
で
秦
野

を
Ｐ
Ｒ

秦野観光写真コンク
ール

２０１７募集

4
平成29年（2017年）11

月15日

広報

人口と世帯　29．11．1 現在

総人口 16万6037 人 （前月比＋128）

内　訳 男  8万4892 人 （前月比＋ 60）

 女  8万1145 人 （前月比＋ 68）

世帯数 7万  802 世帯 （前月比＋113）

毎月 2 回（ 1 日・15日）発行

主 な 内 容
◇生ごみ減らし隊の募集 （2面）

◇農産物品評会 （3面）

◇秦野の秋を巡ろう （4面）

◇進めています 未収金の取り組み （折込面）

平成29年（2017年）

No.1182

15

「広報はだの」は再生
紙を使用しています。

11
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源実朝肖像画（「国史
肖像集成」より）

い
に
し
え
の
縁

は
だ
の
浪
漫

ゆ
か
り

（左から）出来上がっ
た紙芝居を囲む草山

啓二さん（76歳・緑町
）、

高橋正弘さん（71歳・
名古木）、森武敏さん（

72歳・名古木）

実朝公800回忌

第30回

実朝まつり
11

㈭23

　鎌
倉
か
ら
遠
く
離
れ
た
秦
野
の
地
に
実
朝
公
の
御
首

が
ま
つ�

ら
れ
て
い
る
―
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。

　

�「
実
朝
と
秦
野
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
、
紙
芝
居
に
た
ど

り
着
い
た
ん
で
す
よ
」

　そ
う
話
す
の
は
、
実
朝
ま
つ
り
実
行
委
員
会
会
長
の

高
橋
さ
ん
。
紙
芝
居
は
、
森
さ
ん
、
草
山
さ
ん
、
御
首

を
秦
野
ま
で
運
ん
だ
と
さ
れ
る
武
常
晴
の
子
孫
、
武
真

幸（
76
歳
・
寺
山
）さ
ん
の
４
人
が
作
製
し
ま
し
た
。

　実
朝
の
御
首
が
な
ぜ
秦
野
に
来
た
の
か
、
実
朝
が
ど

う
い
う
人
物
だ
っ
た
の
か
を
つ
づ
っ
た
親
し
み
や
す
い
14

枚
の
紙
芝
居
。「
金
槐
和
歌
集
」の
発
行
な
ど「
歌
人
」
と

し
て
の
才
能
を
後
世
に
残
す
実
朝
の
印
象
を
森
さ
ん
は
、

　

�「
実
朝
は
、『
天
下
を
穏
や
か
に
し
、
人
々
の
心
を
和
ま

せ
る
手
段
が
和
歌
』
と
言
っ
て
い
る
。
優
し
い
人
だ
っ

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
」

　紙
芝
居
は
、
実
朝
ま
つ
り
で
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、
学

校
な
ど
で
も
使
わ
れ
、
伝
承
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

�「
子
供
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
人
に
秦
野
に
伝
わ

る
歴
史
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
」

と
草
山
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　御
首
塚
の
近
く
で
は
、
春
に
な
る
と
鎌
倉
か
ら
贈
ら

れ
た
玉
縄
桜
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

　

�「
１
０
０
年
後
も
地
域
の
交
流
が
続
き
、
こ
の
紙
芝
居

も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
い
ね
」

と
、
三
人
は
実
朝
が
つ
な
ぐ
鎌
倉
と
秦
野
の
浪
漫
を
語

り
ま
す
。

　
鎌
倉
幕
府
三
代
将
軍
源
実さ
ね

朝と
も

を
し
の
び
、
開
催
さ
れ
る

東
地
区
の
伝
統
行
事「
実
朝
ま

つ
り
」。
秦
野
に
伝
わ
る
歴
史

を
感
じ
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

と�

　
き
　
午
前
10
時
～
午
後

4
時

と�

こ
ろ
　
源
実
朝
公
御
首
塚
周

辺（
田
原
ふ
る
さ
と
公
園
隣
）

内�

　
容
　
稚
児
武
者
行
列
、

雅
楽
演
奏
、
模
擬
店
な
ど

※�

先
着
１
０
０
０
人
に
記
念

の
手
ぬ
ぐ
い
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

観
光
協
会
☎（
８
２
）８
８
３
３ 実

朝
が
つ
な
ぐ
鎌
倉
と
秦
野

　
源
実
朝
は
、
１
２
１
９
年
、
鎌

倉
・
鶴
岡
八
幡
宮
の
境
内
で
甥
の

公く

暁
ぎ
ょ
う

に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
。
そ

の
公
暁
を
討
ち
取
っ
た
武
常
晴
が

実
朝
の
御み

首
し
る
し
を
拾
い
上
げ
、
当
時

秦
野
一
帯
を
治
め
て
い
た
波
多
野

氏
を
頼
っ
て
こ
の
地
に
葬
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

田原ふるさと公園隣
にある

実朝公御首塚

実
朝
と
秦
野 文化会館チケット情報

問い合わせ  文化会館☎（81）1211

三浦文彰
ヴァイオリン・リサイタル

12月9日㈯　午前10
時発売

（電話受け付けは午後
1時〜）

3月11日㈰　午

後2時半〜 　小

ホール　全席指

定　3000円　

※未就学児は入

場できません ⓒYuji Hori

秦野の
を秋 巡ろう

回るルートや順番も
鍵！ロゲイニングと

は？

山岳ガイドと行く「深まる秋
を体験しよう」

スケッチハイキング

矢倉沢往還を歩く「富士を仰
ぎ足柄峠へ」

　スマートフォン向けアプリを使って観

光スポットや飲食店、大山古道などを巡

り、合計点を競うイベント「ロゲイニング」。

　友達や家族と一緒に、秦野の魅力を探

しに出掛けませんか。

　地図やコンパスを使いながら、制限時間内に高得点を目指して「ログスポッ

ト」（チェックポイント）を巡るオーストラリア発祥の野外スポーツ。場所によ

り異なる点数が設定されています。

期間　11月18日㈯〜26日㈰

参 加方法　①専用アプリ「Getterz」をダウンロード　②アプリ

の地図を見て期間内にログスポットを巡り、点数ゲット。

とき　11月25日㈯午前8時20分秦野駅改

札前集合〜高取山〜午後2時名水はだの富

士見の湯　定員　30人（申し込み先着順）　

費用　500円　※雨天中止

と き　12月5日㈫午前9時秦野駅改札前集

合〜震生湖〜午後3時半　

定員　20人（申し込み先着順）

費用　3000円

と き　12月13日㈬午前8時半新松田駅集

合〜足柄関所跡〜午後4時JR足柄駅　

定員　40人（申し込み先着順。健脚向け）

費用　500円　※雨天中止

ア
プ
リ
を
見
る
と
き

は
安
全
な
場
所
で

権
現
山
の
紅
葉

紅
葉
の
震
生
湖

石
畳
の
足
柄
古
道

ア
プ
リ
は

こ
こ
か
ら

スポットでの飲食や施設の利用などで、ボーナス点も　③上位入賞者には市

内在住の漫画家・鬼頭莫宏氏のオリジナルグッズをプレゼント

※手順などの説明はアプリ内にあります

　表丹沢の豊かな自
然が織りなす、色鮮や

かなグラデー

ション。深まりゆく秋、
紅葉狩りに出掛けませ

んか。

問い合わせ　①～③観光協会☎(82)8833

④観光案内所☎(80)2303

ロゲイニング丹沢・
大山

「大山古道と観光を楽し
みながらログスポットを

めぐろう」1

2

3

4

祝

入
賞
お
め
で
と
う

　上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

小
澤
礼
生
音（
南
小
1
）
　久
保
寺
壮
介（
北
小
2
）

松
岡
巧（
堀
川
小
2
）
　多
田
あ
か
ね（
末
広
小
4
）
　

八
重
﨑
航（
広
畑
小
5
）
　薊
埜
々
花（
鶴
巻
小
6
）
　

小
林
千
夏（
大
根
小
6
）
　平
方
愛
蘭（
東
中
2
）

朝
早
く
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
送
る
　「
行
っ
て
き
ま
す
」（
父
）

留
守
の
家
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
送
る
　「
た
だ
い
ま
」と（
子
）

福
園
い
づ
み（
渋
沢
中
3
）　
父
　
幸

最
近
ね
　
は
や
っ
て
る
っ
て
　
お
盆
玉（
孫
）

そ
れ
な
ら
ば
　
請
求
し
よ
か
な
　
宿
泊
料（
祖
母
）

廣
瀬
由
弥（
末
広
小
1
）　
祖
母
　
西
山
百
合
子

マ
マ
の
肩
　
私
が
ほ
ぐ
す
　
ま
か
せ
て
ね（
子
）

い
つ
の
間
に
　
力
が
つ
い
た
　
も
み
じ
の
手（
母
）

白
坂
咲
良（
鶴
巻
小
3
）　
母
　
優
子

親
子
川
柳
大
賞

ハ
ー
ト
フ
ル
大
賞

ベ
ス
ト
親
子
大
賞

特
別
賞　上

位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

書
道
の
部

　特
選

　片
岡
咲
登（
南
小
1
）
　滝
本

侑
杏（
西
小
2
）
　西
垣
梛
木（
東
小
2
）
　井
上
敬

親
子
川
柳
大
会

子
ど
も
の
市
展

太（
大
根
小
3
）
　小
泉
初
栞（
大
根
小
3
）
　

友
田
妃
世
里（
南
が
丘
小
3
）
　長
部
美
咲

（
大
根
小
4
）
　加
賀
心
々
那（
南
が
丘
小

4
）
　金
澤
樹
里（
南
が
丘
小
5
）
　河
原

﨑
雛
乃（
南
が
丘
小
5
）
　多
出
村
柚
佳

（
南
小
5
）
　中
山
颯
将（
南
が
丘
小
5
）
　

石
井
紗
英（
上
小
6
）
　磯
崎
優
月（
末
広

小
6
）
　野
々
山
暁
香（
渋
沢
小
6
）
　芦

川
希
歩（
南
が
丘
中
1
）
　一
晴
希（
鶴
巻
中

1
）
　松
本
ひ
な（
本
町
中
2
）
　佐
藤
夏

希（
北
中
3
）

報
徳
の
部

　報
徳
賞

　松
永
美
佳（
西
小

1
）
　小
野
﨑
萌（
南
小
2
）
　藤
井
龍
雅

（
南
小
2
）
　遠
藤
さ
く
ら（
大
根
小
3
）
　

諏
訪
部
航
一（
鶴
巻
小
3
）
　山
口
結
子（
鶴

巻
小
4
）
　河
原
﨑
雛
乃（
南
が
丘
小
5
）
　

多
出
村
七
海（
南
小
6
）
　松
原
直
輝（
南

が
丘
小
6
）
　提
箸
茉
優（
北
中
2
）
　高

橋
希（
南
が
丘
中
3
）
　山
本
優
介（
南
が

丘
中
3
）

美
術
の
部
　特
選
　加
藤
佑
惟（
東
小
1
）
　

小
泉
百
愛（
南
小
2
）
　瀨
川
幸
志（
末
広
小

2
）
　當
山
ゆ
り（
末
広
小
3
）
　林
﨑
葵

（
本
町
小
4
）
　川
本
健
人（
渋
沢
小
5
）
　

村
上
伸
二
朗（
南
小
6
）
　全
田
有（
大
根
中

2
）
　宮
永
岳
彦
賞
　山
本
彩
絢（
南
小
3
）

写
真
の
部
　
特
選

　川
内
翼（
堀
川
小
1
）
　

倉
橋
る
か（
鶴
巻
小
2
）
　大
庭
直
人（
南

が
丘
小
3
）
　酒
井
陽
光（
鶴
巻
小
4
）
　

鈴
木
陸
仁（
南
が
丘
小
5
）
　髙
屋
大
成

（
南
小
6
）

問
い
合
わ
せ  

生
涯
学
習
文
化
振
興
課
☎（
８
４
）２
７
９
２

初開催

受
付
時
１
歳
未
満
。
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
写
真
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

北
村 

菜
奈
華
ち
ゃ
ん

（
29
・
4
・
30
生 

下
大
槻
）

岸
田 

栞
依
ち
ゃ
ん

（
28
・
6
・
19
生 

上
今
川
町
）

継続は 力なり
　発刊以来、市民の活気と着々と進むまちづくりの様子を伝えて
きた広報はだの。当時を振り返ると、今もなお続く市民力の原点
が見えてきます。たとえマスメディアでは紹介されない活動でも、
広報はだのは市民の活躍を追い続けます。

　この頃の広報は、市
民へのお知らせ的な要
素が色濃く、人口増加
に伴うごみ問題や交通
事故などへの啓発記事
が目立つ。

　文化芸術、教育、ボ
ランティアなど、さま
ざまな分野で活躍する
市民を紹介するコー
ナー「この人」。毎号読
者の共感を呼んだ。

　市民と行政が直接話
し合う「地区別市政懇談
会」。都市整備や環境関
係の話題など、市民の
生の声がまちづくりに
生かされる。

　川の汚れやごみ問題
が社会問題だったこの
頃。環境問題に取り組
む市民ボランティアの
活動などを掲載した。

　市民が記事を作成す
るコーナー「まちかど
情報」は、地元ならで
はの視点で市民の活躍
を切り取り、伝えた。

　これまで24回にわた
り小・中学生の親子が参
加している「親子ひろし
ま訪問団」。参加した親
子に話を聞くなど、広島
で感じた平和への思い
を、今も市民に広く伝え
ている。

　商店街の活性化、景
観づくりなども市民力
が発揮される代表的な
取り組み。「誰かのため
に」の心を持つ「誰か」
の活躍がそこにある。
　この頃から、より取
材に重点が置かれ、市
民の活躍が紙面に目立
つようになった。

市民力はトレンドとともに

H27.9.1（1131号）
表紙から6面までた
ばこ祭を特集。最大
のイベントはまさに
市民力のたまもの

㊨H14.4.15（823号）
表紙で商店街応援特集
㊦H24.6.1（1056号）
表紙で景観特集

㊨S59.6.15 （411号）
表紙で環境特集
㊦H7.8.1 （669号）
戦後50年の節目の年。
このとき初めて「親
子ひろしま訪問団」
が結成された（中面
見開きで平和特集）

S55.11.1（327号）
文化会館がオープン
（表紙と中面で紹介）
した昭和50年代。公
共施設の建設ラッシュ
がピークを迎えた

S49.8.1（183号）
市民意識調査で聞い
た20年後の都市像と
人口規模の理想は
「人口15万人の田園
都市」。果たして結果
は…16万1874人と
近い数字に。（中面で
調査結果を報告）

S46.4.5（128号）
現在も続く広報「は
だの」の題字が初め
て使われた

H11.1.1（748号）
中面見開きで地区別市政懇談会特集

発刊
S35

S50

平成

H15

H30

継続は市民力なり

トレンドとともに

まちは動く。

人が動き続けるまちは、

いつだって面白い

発行：平成29年8月1日（1175号）（丸抜きは平成3年3月1日（567号））
小澤さんは大山阿夫利神社に参詣する「御

お

師
し

」の血を引く生粋のはだのっ子

今もなお、多くの人が訪れる観光名所や伝
統行事は、もちろん過去に広報で紹介

どちらもその背景にあるのは、各地区のま
ちづくり委員会が中心となった地域総ぐる
みの活動

　
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
受
け
付
け
時
1
歳
未

満
で
、
写
真
の
裏
面
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
書

い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
55
年
4
月
に
始
ま
り
、

今
な
お
読
者
の
笑
顔
を
誘
う
人

気
コ
ー
ナ
ー
「
こ
ん
に
ち
は
赤

ち
ゃ
ん
」。

　

昨
年
「
山
と
な
で
し
こ
」
特
集

で
紹
介
し
た
小
澤
ま
ゆ
ら
さ
ん

（
28
歳
・
蓑
毛
）
は
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
に
登
場
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
そ
れ
は
た
く
さ
ん
現
像
し
て
、

そ
の
中
の
特
別
よ
く
撮
れ
た

『
奇
跡
の
一
枚
』
だ
っ
た
っ
て
言

う
ん
で
す（
笑
）。
こ
れ
か
ら
も

同
じ
ま
ち
で
活
躍
す
る
人
の
記
事
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」。
昨
年
、

大
山
講
の
お
も
て
な
し
の
気
持
ち

を
継
い
で
い
き
た
い
と
話
し
て

い
た
小
澤
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
広

報
で
紹
介
し
て
い
く
人
た
ち
が
、

小
澤
さ
ん
の
よ
う
に
か
わ
い
い

笑
顔
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
見
せ

て
く
れ
て
い
た
ら
、
う
れ
し
い

で
す
ね
。

発行：平成15年9月1日（855号）

　
「
普
段
、
周
り
の
人
た
ち
に
助
け
て
も
ら
う
か
ら
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
ろ
う
。
そ
れ
が
誰
か
の
役
に
立
て
る

な
ら
、
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
」。
そ
ん
な
気
持
ち
が
、
今
年

で
18
年
目
を
迎
え
る
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

知
的
障
害
者
で
組
織
す
る「
こ
う
ぼ
う
山
の
会
」は
、
現
在
20

代
か
ら
70
代
ま
で
34
人
。
会
の
運
営
を
手
伝
う
支
援
委
員
会
の

福
島
由
合
子
委
員
長（
戸
川
）
は
、「『
自
立
と
社
会
参
加
』
は
継

続
す
る
こ
と
が
大
事
。
テ
キ
パ
キ
と
こ
な
せ
な
く
て
も
、
自
分
で

や
る
こ
と
を
尊
重
し
て
み
ん
な
を
支
え
て
い
き
ま
す
」と
言
葉
に

力
を
込
め
ま
す
。

　

ま
ず
は
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
知
れ
ば
次
の
一
歩

に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
ゆ
く
ゆ
く
は
大
き
な
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「もっと仲間が増え
たら楽しい」と話
すのは、小山覚会
長（46歳・戸川）

マスメディ
アが取り上

げていない地域活
動こそ、広報はだ
のでいち早く紹介

毎月の活動はさかえちょう公園の掃除ボランティアや歌の練習など

POINT

POINT

POINT

第1号は昭和35年7月20日 こ
の
ま
ち
で
生
ま
れ
育
っ
た
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が

こ
の
ま
ち
で
活
躍
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
み

POINT

伝
え
る
の
は
、
受
け
継
ぐ
景
観
と
伝
統

知らせることが
応援の出発点

い
つ
だ
っ
て
舞
台
は
わ
が
ま
ち
秦
野

トピックス

6分で読むことができます 



㈱タウンニュース社 秦野支社 ㈱神奈川新聞社 秦野支局

コミュニケーション力

取材する人を取材して、
見えてくるもの。

客 　観　 力

須藤 一成 編集長（53歳） 井口 孝夫 支局長（34歳）

　
　
　
　

構
、
接
戦
だ
っ
た
の
？
」「
そ

う
な
ん
だ
。な
ん
で
な
ん
で
？
」。

単
調
な
リ
ズ
ム
を
刻
む
ピ
ン
ポ

ン
玉
の
音
の
中
で
、
抑
揚
の
つ
い
た
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
ひ
と
き
わ
存
在
感
を
放
つ
。

目
線
の
高
さ
を
合
わ
せ
て
、
質
問
は
短
く
。

子
供
へ
の
優
し
さ
が
垣
間
見
え
る
。
卓
球

場
の
片
隅
で
取
材
を
受
け
た
山
本
煌
翔
君

（
南
中
２
年
）
は
、「
緊
張
し
た
け
ど
、
ず
っ

と
笑
っ
て
い
て
く
れ
て
話
し
や
す
か
っ
た
」

と
笑
顔
を
返
す
。
卓
球
の
県
大
会
で
優
勝

し
た
彼
の
活
躍
は
、
先
月
発
行
し
た
タ
ウ

ン
ニ
ュ
ー
ス
の
連
載
記
事
「
人
物
風
土
記
」

に
大
き
く
掲
載
。「
僕
は
い
つ
で
も
挑
戦
者
」

の
見
出
し
と
共
に
、
そ
の
人
物
像
が
活
字

で
丁
寧
に
描
か
れ
た
。

　

創
刊
当
初
か
ら
の
連
載
で
、
こ
れ
ま
で

に
延
べ
１
５
０
０
人
を
超
え
る
市
民
を
紹

介
し
て
き
た
と
い
う
。「
テ
レ
ビ
・
新
聞
に

注
目
さ
れ
た
人
や
、
多
く
を
語
れ
る
年
長

者
で
な
く
て
も
い
い
。
地
道
に
頑
張
る
人

や
子
供
も
、『
知
っ
て
も
ら
い
た
い
地
元
の

す
ご
い
人
』
で
す
」。
そ
う
話
す
須
藤
さ
ん

は
、
記
者
歴
30
年
の
ベ
テ
ラ
ン
。
子
供
へ

の
取
材
も
、
今
回
の
よ
う
に
難
な
く
こ
な

す
。「
取
材
と
言
わ
ず
、『
お
話
聞
か
せ
て
』。

そ
れ
だ
け
で
も
場
は
和
む
。
記
事
に
な
ら

な
い
事
も
聞
い
て
、
相
手
が
ど
ん
な
人
か

を
知
る
。市
民
一
人
一
人
と
の
深
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

　

読
者
の
多
く
が
日
々
驚
か
さ
れ
る
の
は
、

そ
の
「
早
さ
」
や
「
目
の
付
け
所
」。
週
刊
な

が
ら
他
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
後
を
追
う
こ

と
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
時
に
は
、「
畑

で
面
白
い
形
の
野
菜
を
発
見
」
な
ん
て
ほ
ほ

笑
ま
し
い
記
事
も
。
一
体
ど
う
や
っ
て
？

そ
の
答
え
も
、
深
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
あ
る
。「
ウ
チ
の
記
者
は
、
取
材
や
原

稿
の
作
成
の
傍
ら
、
広
告
の
営
業
も
す
る
。

そ
の
時
に
こ
そ
、
記
者
の
感
性
を
研
ぎ
澄

「
結

　
　
　
　

変
わ
っ
て
、
市
内
の
オ
シ
ャ
レ

な
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ホ
ー
ル
。
こ

こ
に
も
、
見
過
ご
せ
な
い
市
民

力
を
取
材
す
る
記
者
が
一
人
い
た
。「
オ
ス

ス
メ
な
食
べ
方
は
あ
り
ま
す
か
？
こ
ん
な

風
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
か
…
」。
店
長
が

ビ
シ
ッ
と
一
言
。「
ナ
ポ
リ
タ
ン
と
チ
ー
ズ

を
豪
快
に
一
口
で
」。
先
月
の
山
の
日
に
ち

な
み
、
ま
ち
全
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方

で
秦
野
の
魅
力
を
発
信
し
た「
ハ
ダ
恋
山
恋

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。
神
奈
川
新
聞
の
地
域
面

の
ト
ッ
プ
に
は
、「
山
盛
り
メ
ニ
ュ
ー
ど
う

ぞ
」の
見
出
し
が
躍
っ
た
。

　

取
り
上
げ
て
く
れ
た
の
は
、
今
年
７
月

か
ら
秦
野
支
局
長
を
務
め
る
井
口
記
者
。

取
材
を
受
け
た
コ
ン
ト
レ
イ
ル
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
椎
野
祐
介
店
長（
35
歳
）は
、「
礼
儀
、
聞

き
方
、
撮
影
、
全
て
が
丁
寧
。
微
妙
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
や
言
葉
遣
い
ま
で
汲
み
取
っ
て
も

ら
え
た
感
じ
」と
驚
く
。
そ
の
姿
勢
は
、
秦

野
に
来
て
ま
だ
日
が
浅
い
か
ら
、
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。「
そ
の
人
が
本
当
に
伝
え

た
い
こ
と
は
何
か
を
、
常
に
考
え
て
い
ま

す
。
心
の
底
か
ら
出
る
言
葉
を
引
き
出
し

所
ま
す
。
地
元
の
商
店
街
の
人
た
ち
と
顔
の

見
え
る
関
係
が
で
き
る
か
ら
、『
そ
う
い
え

ば
最
近
、
近
所
の
○
○
さ
ん
が
ね
…
』
な
ん

て
〝
生
き
た
情
報
〟
に
出
会
え
る
ん
で
す
」

　

そ
う
し
て
次
々
「
ま
だ
見
ぬ
市
民
」
と
引

き
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
連
鎖
を
、

須
藤
さ
ん
は「
勉
強
」
と
も
言
い
換
え
る
。

「
老
若
男
女
い
ろ
ん
な
才
能
を
持
つ
人
が
い

て
、
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
。
10
年
以
上
秦
野

支
社
に
い
る
と
、
同
じ
人
を
再
び
取
材
す
る

な
ん
て
こ
と
も
あ
る
。『
相
変
わ
ら
ず
だ
よ
』

と
謙
遜
さ
れ
る
け
ど
、
そ
れ
は
継
続
力
。
市

民
の
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

そ
の
魅
力
を
表
舞
台
へ
出
す
た
め
、「
ど

れ
だ
け
ミ
ク
ロ
な
視
点
に
立
て
る
か
」
が
タ

ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
の
使
命
と
須
藤
さ
ん
。「
小

さ
な
功
績
や
営
利
活
動
が
伴
う
活
躍
な
ど
、

行
政
広
報
が
取
り
上
げ
に
く
い
、
で
も
見

過
ご
せ
な
い
市
民
力
が
必
ず
あ
る
。
そ
れ

を
私
た
ち
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
手
で
伝
え
る
。

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
も
広
報
は
だ
の
も
、
補
い

合
っ
て
市
民
の
た
め
に
な
る
情
報
を
載
せ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
両
方
読
ん
で
く
だ
さ
い
」

　

あ
な
た
に
「
お
話
聞
か
せ
て
」
の
声
が
掛

か
る
日
も
、そ
う
遠
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　誤字などを確認する「校正」作業。
「もっと人柄出した方が…」など、内容
にも触れる。記事を差し替えることも

　山盛りメニューと店長の撮影。料理
を主役に、表情も上手に収める。本人
に満足してもらえるまで何度も撮影

た
い
」

　

そ
ん
な
井
口
さ
ん
の
記
者
像
は
、
特
定
の

立
場
に
と
ら
わ
れ
ず
物
事
を
見
つ
め
る「
客
観

力
」に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。「
こ
の
聞
き
方
で
、

相
手
は
ど
う
思
う
か
。
答
え
や
す
い
か
。
自

分
と
取
材
相
手
と
で
は
、
立
場
も
考
え
方
も

違
う
。
そ
う
い
う
視
点
に
立
っ
て
取
材
に
臨

ん
で
い
ま
す
」。
そ
の
姿
勢
は
、
受
け
手
の
心

に
も
響
く
。
こ
の
２
カ
月
で
早
速
、
取
材
先

か
ら
お
礼
の
手
紙
を
も
ら
っ
た
。「
県
外
で
の

記
者
経
験
で
言
っ
て
も
、
秦
野
の
人
は
と
て

も
親
切
で
、
取
材
も
快
く
引
き
受
け
て
く
れ

る
と
感
じ
る
。
実
は
、
社
内
の
記
者
か
ら
も

『
代
々
い
い
取
材
が
で
き
る
支
局
』
っ
て
羨
ま

し
が
ら
れ
る
ん
で
す
よ
」と
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
。

　
「
今
回
の
山
の
日
メ
ニ
ュ
ー
で
垣
間
見
た

の
は
、『
今
あ
る
も
の
を
ど
う
生
か
す
か
』の

大
切
さ
」と
井
口
さ
ん
。
そ
れ
は「
山
盛
り
」

だ
け
を
指
し
た
言
葉
で
は
な
い
。
思
い
起

こ
せ
ば
取
材
中
、
井
口
さ
ん
は
こ
ん
な
確

認
も
し
て
い
た
。「
パ
ス
タ
に
秦
野
の
名
水

は
使
っ
て
い
ま
す
か
？
」思
い
出
し
た
よ
う

に
、
う
な
ず
く
店
長
。
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
記
事
に
は

「
名
水
で
知
ら
れ
る
秦
野
の
水
に
浸
し
た
パ

ス
タ
」と
丁
寧
に
記
さ
れ
た
。

　
「
神
奈
川
新
聞
は
、
市
外
の
方
も
読
者
。

だ
か
ら
、『
外
に
誇
れ
る
秦
野
』が
何
か
を
伝

え
る
。
市
民
に
も
、
客
観
的
に
秦
野
の
魅
力

を
見
つ
め
直
し
て
も
ら
う
。
そ
う
し
て
、
み

ん
な
に
ま
ち
や
社
会
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
て

も
ら
い
た
い
。
そ
れ
が
、
市
民
力
を
伝
え
る

上
で
の
私
た
ち
の
使
命
で
す
」。
だ
か
ら
こ

そ
、
広
報
は
だ
の
で
も「
独
自
性
の
あ
る
魅

力
」を
。
そ
れ
を
外
に
伝
え
る
の
が
自
分
の

役
目
と
、
井
口
さ
ん
は
付
け
加
え
る
。

　
「
親
子
で
仲
良
く
楽
し
く
読
め
る
よ
う
に
、

難
し
い
こ
と
も
分
か
り
や
す
く
書
い
て
い
ま

す
。〝
秦
野
新
聞
〟だ
と
思
っ
て
、
記
事
を
書

け
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
」

　マスメディアも、広報はだのとは違う見方で
市民の活躍を伝えてきました。それらを日々形
にするのは、記者の人たち。市民の活躍を、誰
よりも見てきた人たちです。
　そんな地元記者に、取材を通して感じる思い、
そして、市民や広報はだのとの関係をどう考え
ているのかを、聞きました。
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広報はだのは

市民から市民ヘの

メッセージ。

　市民の活躍が、また新たな活躍を生む。それ
が「市民力」の真の力。最後に紹介するのは、
広報はだのの読者からいただいたコメントです。
　「何かを伝えたい」「伝える手助けをしたい」
「伝えてもらって何かを感じた」
　そんな皆さんの言葉全てが、市民へのメッ
セージ。そして、広報はだのが伝えたいメッセー
ジです。

　近年はフルカラーで見やすく、目を引
きますし、特集は読み応えがあって面白
いです。歴史など、住んでいる地域以外
の情報も楽しみにしています。多くの取
り組みに多くの人が携わっていて、その
心意気に感心します。

　今回の特集で、初めて広報はだのを手
にとった方もいるかもしれませんね。生
活情報やイベントなど、情報は満載。ま
ずはタイトルで興味のある記事から読ん
でみてください。役立つ情報・初めて知
る情報がたくさんあるはずです。

　最近の表紙は、一面を目いっぱい使っ
た写真が定着しています。情報量の観点
だともったいないと思うこともあります
が、インパクトがあります。そんな写真も、
私たちは「声」で丁寧に表現しています。
市ホームページでぜひお聞きください。

本間 育美さん （60代・鶴巻） 粕谷 恵子さん （60代・名古木） 梨和 昌子さん （60代・南が丘）

市拡大写本赤十字奉仕団
拡大版の広報はだのを作成

市点訳赤十字奉仕団
点訳版の広報はだのを作成

市録音赤十字奉仕団ひまわり
音訳版の広報はだのを作成

平成27年3月15日号「水無川沿いの
桜を見上げる親子が、息子夫婦で
ビックリ」

平成30年3月1日号「ライトアップさ
れた淡墨桜の色彩が素晴らしい」

平成29年1月1日号「座ってこちらを
見つめる着物姿の新成人2人が、と
ても印象的」

　広報はだのには必要な情報が必ずある
ので、毎回チェックするのが“賢い市民”
ですよ。「どんな地域に暮らしたいか」も、
考えられます。自分で感じることこそが、
活動の原動力。その機会を市民みんなで
一緒に持ちたいです。

　今回紹介し切れなかった読者の
コメントの中に、こんな言葉があ
りました。

全国の自治体広報紙を見ている
プロの目線から

　当協会発行の情報誌「広報」で秦

野市の広報活動を取り上げたのは

平成29年3月号。「市民総ぐるみの

キャンペーンで持続可能な地域資

源に」と題した記事で、「広報はだ

の」28年8月1日号の「山の日」特集

と、「ハダ恋山恋キャンペーン」「ハ

ダ恋桜キャンペーン」に関する取り

組みを紹介しました。

　一連の特集は、イベントのお知

らせにとどまらず、市民の地域資

源や活動に対する思いを伝えてい

ます。その姿勢は、同じく「山の日」

をテーマにした昨年と今年の8月1

日号の特集にも貫かれています。

　広報の目的は「人と人との関係づ

くり」。行政と市民だけでなく、市

民と市民、さらには、市民と県内

外の人とを結ぶ「広報はだの」に、

地方創生時代に欠かせない“広報

力”を感じます。

（公社） 日本広報協会 編集部
広報担当者に役立つ実務記事な
どを中心とした国内唯一の
広報専門誌「広報」を発行
(http://www.koho.or.jp)

中城 貴之 氏

　特集で取り上げられるまでの私たちの
ように、あまり知られていない団体は数
多くあります。広報はだので興味のある
団体を知ったら、気軽に参加してみてく
ださい。多方面で活躍する仲間は、きっ
とあなたの宝になります。

小森谷 健兒さん （40代・名古木） 三橋 俊彦さん （80代・本町）

NPO法人みきフレンド　※表紙で紹介
介護施設「あふり」を運営

弘法山をきれいにする会　※表紙で紹介 
先月、3333回目の弘法山清掃を達成

平成29年12月1日号「お掃除サンタ。
まちの自慢なくらい『ギリギリを攻め
た面白さ』」

平成12年12月1日号「権現山に展望台
オープン。私たちの会が発足した年」

　広報はだのの特集記事を読むと、秦野
は一個人よりも「団体」としての活躍がす
ごいと感じます。自治会活動もさかんだ
し、先祖代々住み続ける人が多いためか、
古き良き伝統が残っている。そんな市民
力・地域力にとても驚いています。

　「ふるさとを育てる」には、「愛する」必
要があり、そのためには「知る」必要があ
る。それが私の活動のモットーであり、
広報はだのにも通じるものだと思います。
「市民に広

4

く報
4

いる」広報を私たちでしっ
かり受け取りましょう。

佐藤 理江さん （40代・寺山） 武 勝美さん （80代・寺山）

9年前に秦野へ移住
市主催の「市民記者養成講座」を受講中

教育個人紙「E
エ コ ー

CHO」を発行
地域の広報活動者にもノウハウを指導

平成28年11月15日号「表紙の横写
真が斬新。ライトアップされた紅葉
が美しい」

平成17年1月15日号「市制施行50周
年記念の市民が作る広報紙。編集委
員を務めた」

　市民力特集をきっかけに活動が知られ
て、他の市民団体の仲間も増えました。
人と地域、「秦野愛」あふれる人同士がつ
ながれば、もっと大きな魅力が生まれま
す。広報はだのや私たちの活動を通じて、
それを実現したいです。

小澤 智子さん （40代・今川町）

ココから秦野　※表紙で紹介
フリーペーパーや動画で秦野の魅力を発信

平成28年12月1日号「まちのイルミ
ネーションと女の子。若者も手に取
りたくなる」

広報はだの　1200号記念特集7 平成30年（2018年）9月 1日

　便利さに慣れ、面倒を避け、思いやり
に欠けてしまいがちな世の中。他力本願
にならず、「自分たちのまちは自分たちで」
と考えることが、自分のためにもなると
思います。一緒に、広報はだので地域へ
のアンテナを張り巡らせましょう。

佐藤 桂子さん （70代・南矢名）

さがみ動物愛護の会　※表紙で紹介
野良猫の保護や里親探しなどに尽力

平成28年5月1日号「秦野の水が『名
水百選選抜総選挙』日本一に。市民
の誇り」

　　 お気に入りの広報はだの

　特別な市民1人の活躍だけでは、
大きな「市民力」にはならない。
伝える立場として、改めて身の引
き締まる思いです。
　今後も、広報はだのをよろしく
お願いします。

広報課一同

5分で

読むことが

できます 

「広報はだのが紹介する市民の

活動は、『それが特別なことで

はなく、自分でもできそうだと

思わせるもの』『普通の人が、

一歩踏み出すきっかけを与える

もの』であってほしい」

 全国広報コンクール入選
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「広報はだの」は再生紙を使用しています。

広報

問い合わせ
生涯学習文化振興課☎（84）2792

　フジテレビのドキュメンタリー番組「ザ・
ノンフィクション」の元チーフプロデュー
サーである味谷和哉氏が、人生観や価値観、
番組作りに込めた思いなどを語
ります。

「事実の現場から」

と　き　9月29日㈯　午後1時半～3時半　
ところ　本町公民館　
内�　容　「逆境の対処学」「豊かな人生の選

択」など
定　員　100人（先着順）　
申�し込み　電話または、任意の用紙に「9/29

ふるさと講座」、住所、氏名、電話番号
を書き、ファクス（（83）4681）。メール

（s-gakusyu@city.hadano.kanagawa.jp） 
も可

ノンフィクション裏話
ふるさと講座

問い合わせ　スポーツ協会☎（84）3376

スポーツ教室

◇秦野車いすテニス・ニューミックス大会　
とき　10月7日㈰　午前9時～　ところ　カ
ルチャーパーク庭球場　内容　車いすテニス
経験者と健常者がペアを組むダブルス　対象　
車いすテニス経験者16人と市内在住・在勤で
中級以上の実力を持った健常者16人（先着
順）　費用　2000円

文化会館チケット情報

問い合わせ　文化会館☎（81）1211

小曽根 真
ピアノ・リサイタル

ⓒ大杉隼平

9月16日㈰　午前10時発売
電話受け付けは午後1時～

平成31年2月10日㈰　午後
2時半～　小ホール　全席
指定　4000円（25歳以下
の学生は2000円）　※未就
学児は入場できません

避難訓練コンサート

出演　秦野高校弦楽合奏部
9月9日㈰　午後2時半～
大ホール　入場自由

問い合わせ　生涯学習文化振興課☎（84）2792

問い合わせ　障害福祉課☎（82）7616
または高齢介護課☎（82）9616

障害者と要介護認定者と震災避難者を招待

とき　9月23日　午後7時半～8時　対象　市内在
住の障害者または要介護認定を受けている方とそ
の介護者、東日本大震災避難者120人（先着順）　
申し込み　9月3日㈪午前8時半～電話のみ受け付
け　※聴覚障害者はファクス（（82）8020）も可

問い合わせ　障害福祉課☎（82）7616

駐車場を優先的に確保します
とき　9月23日　午後1時～4時または午後4時～7時　
対象　肢体不自由児（18歳未満）の世帯　台数　各
5台（抽選）　申し込み　9月4日㈫～7日㈮　電話の
み受け付け

9月22日㈯　　
23日㈰

花火と街並みを一望 多くの人でにぎわう水無川沿い

市役所屋上で花火観覧

はだの浮世絵ギャラリー展示企画

「明治150年 文明開化の浮世絵」

月
岡
芳
年
・
年
景

「
東
京
尾
張
町
之
図
」

　明治の文化や風景を描いた浮世絵29点を展
示します。
とき　10月28日㈰まで　午前9時～午後7時
（火曜日、祝日は午後5時まで）　※月曜日（祝
日の場合は翌平日）、9月28日㈮、10月26日㈮
を除く
 展示作品を解説　ギャラリートーク 
とき　◇9月1日㈯　午前11時～11時半、午後
2時～2時半　◇7日㈮、21日㈮、10月5日㈮、
12日㈮　午後2時～2時半

図 書 館

とき・ところ　10
月13日㈯午前9時
秦野駅改札前集合
～本町四ツ角周辺
の近代建築群～大
用寺～葛葉峡谷自
然散策～曽屋神社～曽屋水道～午後2時半（7 
km）　定員　40人（先着順）　費用　500円

とき・ところ　10
月18日㈭午前9時渋
沢駅改札前集合～午
後3時半県立秦野戸
川公園　定員　20人

（先着順）　費用　3000円

秋
の
景
色
を
描
こ
う

スカイプセッションパサデナ市の
中学生と交流しよう

画
面
に
向
か
っ
て
英
語
で
会
話

問い合わせ　市民活動支援課☎（82）5118

参加者
募集

　姉妹都市・アメリカ合衆国テキサス州
パサデナ市の中学生とスカイプ（イン
ターネットによるビデオ通話）で会話し
ます。
とき　10月26日㈮　午後8時～11時半
※事前研修は10月13日㈯　午前9時～
11時、21日㈰　午前9時～正午の全2回　ところ　市役所　対象　
市内在住の中学生10人（抽選）　締め切り　9月21日㈮

参加者
募集

問い合わせ　秦野駅観光案内所☎（80）2303

本町に残る建築群・寺社探訪と
葛葉峡谷探索

観光ボランティアと歩こう

戸川公園のコスモスや清流を描く

スケッチハイキング

普
川
邸
の
見
学

 東公民館 　◇ボディケアエクササイズ教室　
とき　10月2日～11月27日の火曜日(10月
16日を除く)　午前9時半～10時50分　定
員　50人（先着順）　費用　4000円　申し
込み　9月4日㈫～
 総合体育館 　◇ナイターバドミントン教室　
とき　10月3日～11月21日の水曜日　午後7
時半～9時15分　定員　25人　費用　5000
円　◇こども体操教室　とき　10月6日～12
月1日の土曜日(11月3日を除く)　全8回　午
後1時15分～3時　対象　平成24年4月1日以
前 出 生 ～ 小 学2年 生30人　 費 用　5000円　
◇キッズダンス教室　とき　10月6日～12月
1日の土曜日(11月3日を除く)　 全8回　午後
3時15分～4時45分　対象　小学生30人　費
用　4000円　申し込み　9月4日㈫～10日㈪。
いずれも抽選

秦野たばこ祭
第71回

乗り場が変わります

　島津製作所の無料臨時駐車場（堀山下380-
1）から県立西部総合職業技術校まで、無料
シャトルバスを運行します。　※カルチャー
パークからは運行しません
運行日程　◇9月22日　正午～午後9時　◇9
月23日　午前10時～午後9時　※約10～15分
間隔で運行

問い合わせ　観光課☎（82）9648

臨時駐車場
ところ　本町・南中学校、末広小学校の校庭　
料金（1回）　◇自動車　500円　◇原付・自動
二輪車　200円

パークアンドバスライド

来場のご案内

地
震
を
想
定
し
た
訓
練
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問い合わせ問
締め切り締
申し込み申

費用費
定員定
対象対

内容内
ところ場
とき時

定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です。
市のメールアドレスは＠以下に city.hadano.kanagawa.jp を付けてください。

行政一般
設備点検のため休館します
カルチャーパーク総合体育館

■時9月18日㈫　19日㈬　■問カルチャー
パーク課☎（73）8612
補助します
被災地支援ボランティアの活動費

■対市内に活動拠点があり、被災地で
活動する5人以上のボランティア団
体　※支援物資搬送のみの活動を除
く　対象経費　市から被災地までの
往復車両燃料費・公共交通機関の交
通費、有料道路通行料、車両借上料　
補助額　対象経費の2分の1以内（1
回20万円、年30万円まで）　■申申請
書（市役所2階地域福祉課、市ホーム
ページにあります）を10月31日㈬ま
でに地域福祉課へ持参　■問地域福祉
課☎（82）7392
予約を忘れずに
人間ドック

　対象者には、4月下旬に利用券を
送付しました。受診する方は、10月
1日㈪までに検査機関へ電話してく
ださい。　■対次のいずれかに該当す
る方　◇国民健康保険に平成29年4
月1日以前から継続して加入し、保
険税を完納している40～74歳（平成
31年3月31日時点）　◇後期高齢者
医療制度に加入し、助成の申し込み
を済ませ、保険料を完納している　
■問国保年金課☎（82）9613
9月1日～10日は
屋外広告物適正化旬間

　屋外広告物の設置には許可が必要
です。許可の基準は設置場所や種類
で異なるため、申請前に必ず相談し
てください。許可基準や申請用紙は、
市役所西庁舎2階開発建築指導課、
市ホームページにあります。　■問開
発建築指導課☎（83）0883
公表しています
大規模盛土造成地マップ

閲覧場所　市役所西庁舎2階開発建
築指導課、公民館、市ホームページ　
■問開発建築指導課☎（83）5123

催　し
就職を支援
個別カウンセリング

■時9月5日～26日の水曜日　午前10
時～午後4時（正午～午後1時を除く）　
■場市ふるさとハローワーク（秦野駅
前農協ビル3階）　■内適職発見、応募
書類の書き方、面接トレーニングな
ど　■対18～65歳の求職者5人　※26
日は保育あり　■問産業政策課☎（82）
9646または市ふるさとハローワーク
☎（84）0810

応急手当講習会

■時9月8日㈯　午前9時半～午後0時
半　■場保健福祉センター　■内普通救

命講習Ⅰ（成人への心肺蘇生法、AED
の使い方など）　■対市内在住・在勤・
在学の中学生以上40人　■問警防対
策課☎（81）8020

ご協力を　市内一斉美化清掃

■時9月9日㈰　■場各自治会の区域　※
時間や雨天のときの対応は、各自治
会で決定　■問環境資源対策課☎（82）
4401
はだの史・発見展
「秦野たばこ資料展」
■時9月11日㈫～23日㈰　■場本町公民
館　■内タバコ耕作の写真や民具の展
示　■問生涯学習文化振興課☎（87）
9581

里山を歩こう「秋の気配」

■時■場9月15日㈯午前9時
東公民館集合～正午　■内
野鳥や植物の観察　■定20
人　■問環境保全課☎（82）9618
観覧しませんか
中学生英語スピーチコンテスト

■時9月16日㈰　午後1時半～5時　■場
文化会館　■内市内在住の中学生27
人が、自分の思いや考えを英語で発
表　※来場者の投票で決める「オー
ディエンス賞」あり　■問市民活動支
援課☎（82）5118

不登校相談会・進路情報説明会

■時9月22日㈯　午後1時～4時半　■場
平塚市教育会館　■内フリースクール
などの活動紹介、個別相談会など　
■問教育指導課☎（84）2786
視覚障害者のための
外出支援ボランティア養成講座

■時10月15日～11月12日の月曜日　全
5回　午前10時～正午　■場保健福祉
センター　■定16人　■費500円　■問社
会福祉協議会☎（84）7711

傾聴ボランティア入門講座

■時10月17日㈬　午後1時半～3時　
■場保健福祉センター　■内講義と実技　
■定16人　■問社会福祉協議会☎（84）
7711

募　集
「もったいないDay」
フリーマーケットの出店者

■時11月18日㈰　午前10時～午後2時　
■場はだのクリーンセンター　■対次の
全てを満たす30団体（抽選）　◇市内
在住・在勤・在学の個人、または市
内に活動拠点を置く団体　◇営利目
的でなく、家庭用品の再利用を目的
とする　■費500円　■申申込書（環境資
源センター、公民館、駅連絡所、市
ホームページにあります）を9月21
日㈮までに〒257-0024名古木409
環境資源対策課へ郵送。ファクス
（（84）6744）、メール（k-sigen@）も可　

説明会　10月11日㈭　午後7時～　
■問環境資源対策課☎（82）4401
平成31年度「行政提案型協働事業」の
企画案

■内「ドローンの特性と空撮技術を生か
した災害対策事業」　■対市内で市民
活動を1年以上継続し、今後も活動
する団体　■申申込書（市役所教育庁
舎1階市民活動支援課、公民館、市
ホームページなどにあります）を9月
21日㈮までに市民活動支援課へ持
参　■問市民活動支援課☎（82）5118
「提案型ネーミングライツ」の
パートナー企業

　市内の公共施設の愛称を契約料と
共に提案する制度です。広告宣伝や
地域貢献に役立てませんか。　※契
約料の代わりに、施設の維持管理な
ど市民サービスの向上につながる提
案も可　対象施設　市内のスポー
ツ・文化施設、公園など主に市民が
利用する公共施設　■申事前に電話し、
申込書（市ホームページにあります）
に必要書類を添え、10月3日㈬まで
に市役所5階資産経営課へ持参　■問
資産経営課☎（82）5124

施設情報
くずはの家
☎（84）7874

川の生きもののこと、知ってる？　■時
9月23日㈰　午前9時半～11時半　■対
小学生以上30人（小学1・2年生は保
護者同伴）
桜土手古墳展示館
☎（87）5542

秋季企画展「秦野・鉄道ものがたり　
明治から平成まで」　■時9月24日㈪ま
で　※8日㈯午前9時～午後1時を除く
図書館
☎（81）7012

おはなし会　■時■内◇9月1日㈯　「龍と
娘」など　◇8日㈯　「ターちゃんと
ペリカン」など　◇15日㈯　「うさこ
ちゃんとゆうえんち」など　◇29日
㈯　英語のおはなし会　いずれも午
後2時半～3時　■定各日30人（当日先
着順）　赤ちゃんといっしょのおは
なし会　■時■対9月7日㈮　◇午前10
時～10時40分　0・1歳半児と保護
者10組　◇午前11時～11時40分　1
歳半～3歳児と保護者10組　映画会　
■時■内◇9月14日㈮　午後1時半～3
時40分　「アニー」（洋画）　◇15日
㈯　午後1時半～3時半　「鳥」（洋画）　
◇17日㈪　午後1時半～2時半　「綾
小路きみまろ　爆笑！中高年よ！人生
はこれからだ！」（ビデオ漫談）　◇24
日㈪　午後1時半～3時半　「パトリ
オット・ゲーム」（洋画）　■定各日80
人（当日先着順）　市民大学　■時■内◇
「明治維新の「勝者」と「敗者」　明治
150年の描き方」　9月29日～10月
27日の土曜日　全5回　午後1時半
～3時　講師　星野尚文氏（東海大学
歴史学科教授）　◇「萬葉集の世界17　
たとえてみれば」　9月29日～10月
27日の土曜日　全5回　午後3時10
分～4時40分　講師　志水義夫氏（東

海大学日本文学科教授）　■対いずれ
も高校生以上80人　■費各1000円

健康・子育て
献血

■時■場◇9月8日㈯　17日㈪　29日㈯　
午前10時～11時半、午後1時～4時　
イオン秦野SC　◇23日㈰　午前10
時～11時半、午後1時～3時半　市
役所　■問健康づくり課☎（82）9603
9月10日～16日は
自殺予防週間

■時■場■内◇図書館内キャンペーン　9
月10日㈪～21日㈮　関連図書の紹介　
◇駅頭キャンペーン　12日㈬　午後
5時～6時　秦野駅周辺　■問健康づく
り課☎（82）9603
交流と相談
ふたごサークルさくらんぼ

■時9月12日㈬　10月17日㈬　11月14
日㈬　午前10時～11時半　■場保健福
祉センター　■対双子の妊婦と就学前
の双子の家族　■問子育て若者相談課
☎（82）9604
タブレット端末を使って検査します
認知機能チェック

■時9月20日㈭　27日㈭　午前10時～、
10時40分～、11時20分～　各回
30分　■場保健福祉センター　■定各
回6人　■問高齢介護課☎（82）7394

はだの野菜ヘルシー料理講座

■時9月21日㈮　午前10時～午後1時
半　■場保健福祉センター　■内豆腐と
ズッキーニのチャンプルー風、ナス
のチーズ詰めなど　■定25人　■費500
円　■問健康づくり課☎（82）9603

シニアライフを楽しもう

◇堀川いきいきクラブ　■時9月25日
㈫　午前9時半～11時半　■場堀川公
民館　■内健康体操や講話　◇ポール
ウォーキング　■時10月3日㈬、10日
㈬の全2回　午前10時～11時半　■場
北公民館　■定30人　■費400円　◇笑
いヨガ　■時10月5日㈮　午前10時～
11時半　■場ほうらい会館　■定20人　
◇健康チェック・健康体操　■時10月
11日㈭　午前10時～11時　■場とき
の家（戸川472-16）　◇囲碁サロン　
■時10月11日㈭　午後1時～3時　■場
サポートセンターむつみ（平沢370-
3）　■対いずれも65歳以上　■問高齢
介護課☎（82）7394

寄　付（敬称略）

短歌のふるさとづくりのために（秦
野中ロータリークラブ）　6月22日　
書籍10冊　平成28年熊本地震災害
義援金（スポーツ協会）　7月1日～
31日　社会福祉協議会へ（積田圭子　
三橋栄一　匿名2名）　7月1日～31
日　現金2件　6520円　物品2件　
福祉の充実のために（吉田吉雄　庄
や秦野店　秦野商工会議所女性会　
日高正人＆いもづるの会　杉の子グ
ループカラオケ同好会）　7月1日～
31日　現金5件　16万4724円
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公民館公民館 会館会館だよりだより・

北公民館　☎（75）1678
パソコンなんでも相談　9月13日㈭　午前9時～
正午　パソコン持参
手もみ茶作り体験教室　9月16日㈰午前8時半高
梨茶園（菩提1387）集合～午後6時　12人　1500円
北のがらがらどん　9月25日㈫　午前10時～、午
前11時～　各回未就園児の親子10組
西公民館　☎（88）0003
消費者被害をなくそう　9月19日㈬　午後1時半
～3時　65歳以上25人　
やまなみ囲碁道場　10月～3月の第1・3土曜日　
全12回　午前9時半～11時半　小学生以上10人
子供卓球教室　10月～3月の第2土曜日　全6回　
午前9時～11時　小学生以上15人
南公民館　☎（81）3001
敬老の日プレゼント「さくらとよもぎの蒸しケーキ」　
9月16日㈰　午前9時半～11時　小学生10人　

500円
お月見まんじゅう作り　9月24日㈪　午前9時半
～正午　親子10組　500円
本町公民館　☎（84）5100
親子いっしょのお話会　9月21日㈮　午前10時
～11時　未就園児の親子10組
落花生料理教室　9月25日㈫　午前10時～午後2
時　20人（抽選）　150円　※15日㈯までに電話
初めての絵手紙　9月30日㈰　午前9時半～正午　
20人　400円
渋沢公民館　☎（87）7751
渋沢散策ハイク　9月19日㈬午前9時半渋沢駅改
札前集合～中井町役場方面～午後3時秦野駅　15
人　300円
南が丘公民館　☎（84）6411
母と子の絵本を楽しむ会　9月19日㈬　午前10
時～11時　15組（保護者のみの参加可）
伝承わらべうた　第2・4火曜日　午前11時半～
午後0時半　各日0歳児の親子8組　500円
上公民館　☎（87）0212
男の料理教室「赤飯と鯛の煮付け」　9月23日㈰　

午前9時半～午後1時　20歳以上12人　1200円
パソコン教室「写真を使ってマイバッグを作る」　
9月28日㈮　午前9時半～午後3時　15人　1600
円　好みの写真持参
大根公民館　☎（77）7421
脳力アップ講座　9月18日㈫　午前10時～11時
半　65歳以上30人　
ふるさと料理おから入りガトーショコラと麩

ふまんじゅう

饅頭　
9月20日㈭　午前9時半～正午　12人　1000円
アサヒビール神奈川工場見学　10月2日㈫　午前
9時～午後1時　20人　150円　※交通費は実費
東公民館　☎（82）3232
レコードカフェ「メモリーズ」　9月26日㈬　10
月17日㈬　午後1時半～2時半　100円
がらがらどん　10月1日㈪　11月5日㈪　午前10
時～、11時～　各回4歳以下の親子8組
東のお山のコンサート「歌と管弦楽の楽しみ」　10
月17日㈬　午後2時～3時　50人　500円
鶴巻公民館　☎（76）0463
ひと裁ち折り紙「秋の風景を折って脳の活性化」　
9月26日㈬　午後1時～3時　15人　300円

伝言板伝言板 市内の
公共施設を利用みんなの

定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です

催し案内
ヴィオリラ体験教室　9月7日㈮　14日㈮　午前
11時半～正午　鶴巻公民館　ティアラ・関谷☎
090（9392）9514
ゴムバンド骨盤体操　9月7日㈮　21日㈮　午前
10時～11時半　総合体育館　5人　100円　大
門☎070（6450）7707
オカリナの合同音楽会　9月9日㈰　午後1時半～
3時半　本町公民館　200人（当日先着順）　山領
☎（83）8057

デジフォト秦野写真展　9月11日㈫～17日㈪　午
前10時～午後5時（11日は午後1時～、17日は午
後4時まで）　宮永岳彦記念美術館　安達☎（87）
4004

「日本と再生」上映会　9月15日㈯　午後1時半～　
文化会館　800円（当日は1000円、高校生以下
は無料）　中村☎090（6340）5840
無料和太鼓体験教室　9月16日㈰　午後1時～4
時　中野健康センター　40歳以上7人　太鼓集団
ほうらい・長嶋☎090（4171）1951
全国囲碁将棋秦野地区大会　9月17日㈪　午前9
時～午後5時　文化会館　中学生以上80人（当日先
着順）　1500円（高校生以下は1000円）　秦野地
区実行委員会・有馬☎080（1020）2068

その他
東京都市圏パーソントリップ調査にご協力を　交
通手段の利用状況の把握などのため、12月まで
に対象となる家庭へ調査票を送付します。　県交
通企画課☎045（210）6181
公開講座「華麗なる高齢者生活」　10月6日㈯　午
前10時～正午　東海大学医療技術短期大学（平塚
市北金目4-1-2）　東海大学医療技術短期大学総
合看護研究施設・山口☎（58）1211
子育て支援員研修（第3期）　11月1日㈭～23日㈮　
4コースから1つを選択（各コースの日時、場所、
内容、定員などは県ホームページにあります）　
県内在住・在勤・在学の方（抽選）　9月3日㈪～
30日㈰に㈱ポピンズ☎03（3447）5826へ

　自宅での子供の預かりや、学校や習い事への送迎など、子育てを応援
する「支援会員」と、支援を求める「依頼会員」を募集します。
 支援会員募集中 　登録には研修会への参加が必要です。
研修会　■時10月2日㈫、4日㈭、5日㈮、9日㈫の全4回　午前9時～午後0
時半　■場保健福祉センター　■内保育者としての心得、子供の遊びなど　
■定60人　※保育あり（予約制）
 利用料金（依頼会員が支援会員に支払う金額） 　◇月～金曜日の午前7時
～午後7時　1時間700円　◇土・日曜日、祝・休日、上記以外の時間帯　
1時間900円　※市内在住または本市に住民登録がある非課税世帯、生活
保護受給世帯は、利用料の半額を助成。子供の送迎に必要な交通費や、オ
ムツ代などは実費
■問ファミリーサポートセンター☎（84）1330

子育てを
応援しませんか

ファミリーサポートセンター

市議会第3回定例会
と　き 会議名 開会時間 内　容

9月4日㈫
本　会　議 午前9時

開会・提案説明

6日㈭ 議案審議

11日㈫

常任委員会 午前9時

予算決算（平成29年度決算：総括質疑・歳入質疑）

12日㈬ 予算決算（平成29年度決算：総務分科会）

13日㈭ 予算決算（平成29年度決算：文教福祉分科会）

14日㈮ 予算決算（平成29年度決算：環境都市分科会）

19日㈬

委　員　会 午前8時45分 議会運営委員会

常任委員会

午前9時半 総務（付託議案など）

常任委員会閉会後 予算決算（補正予算：総務分科会）

20日㈭
午前9時半 文教福祉（付託議案など）

常任委員会閉会後 予算決算（補正予算：文教福祉分科会）

21日㈮
午前9時半 環境都市（付託議案など）

常任委員会閉会後 予算決算（補正予算：環境都市分科会）

25日㈫ 委　員　会 午前9時半 議会運営委員会

26日㈬

本　会　議 午前9時 一般質問27日㈭

28日㈮

10月3日㈬

委　員　会 午前8時45分 議会運営委員会

常任委員会 午前9時半 予算決算（座長報告、委員会採決など）

本　会　議 常任委員会閉会後 委員長報告・議案審議・閉会

■問企画課☎（82）5101

より緊張感のある活発な議論に向けて
議場に「質問者席」を設置しました

　質問者が誰なのか、わかりやすくな
りました。
 議会を傍聴しませんか 
　開会時間に、市役所5階議場入口で受
け付け。市ホームページで生中継を見
ることもできます。
■問議会事務局☎（82）9652
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